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2018/9/12 SI 川崎 2100m

枠 馬番 馬名 性齢 斤量 騎手 父 父系統 母父 母父系統 能力 騎手 適性 展開 総合評価 期待値 印 結果

1 1 チャイヤプーン 牡3 56 森 フェデラリスト ミスプロ系 ウイングアロー ノーザン系 D A C B C C

2 2 スプリングマン 牡3 56 張田 ローズキングダム ミスプロ系 ゼンノメイジン ミスプロ系 D C D C D D

3 ゴールドパテック 牝3 54 今野 ゴールドアリュール サンデー系 ブライアンズタイム ロベルト系 B B A B B B △1

4 ムシカリ 牡3 56 瀧川 ディープスカイ サンデー系 Silver Hawk ロベルト系 C B A B B A ○

5 トーセンブル 牡3 56 本田 トーセンブライト ロベルト系 トーセンダンス サンデー系 D B C C C C

6 クロスケ 牡3 56 笹川 キャプテントゥーレ サンデー系 ブライアンズタイム ロベルト系 A B B B B B ▲

7 トキノパイレーツ 牡3 56 町田 モンテロッソ ミスプロ系 タヤスツヨシ ロベルト系 A B A B A B ◎

8 デイジーカーニバル 牡3 56 石崎駿 ヘニーヒューズ ノーザン系 Cherokke Run ナスルーラ系 B C C B B C ×2

9 ミスターバッハ 牡3 56 佐藤友 サウスヴィグラス ミスプロ系 タイキシャトル ヘイロー系 D B C B C C

10 ワンダーツー 牡3 56 左海 ゴールドヘイロー サンデー系 アジュディケーティング ノーザン系 C B C C C B ×1

11 カットイン 牡3 56 本橋 スマートファルコン サンデー系 アサティス ノーザン系 D B D C C C

12 ミスマンマミーア 牝3 54 矢野 タニノギムレット ロベルト系 サンデーサイレンス サンデー系 C B B B B B △3

13 ビヨンドボーダーズ 牡3 56 真島 キンシャサノキセキ サンデー系 アグネスワールド ミスプロ系 D B D C C C

14 クレイジーアクセル 牝3 54 御神本 ロージズインメイ ヘイロー系 サクラバクシンオー ナスルーラ系 C A B C B B △2
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隊列図 見解 ラップタイム

　クレイ

　スプリ　デイジ

　チャイ　トキノ　ワンダ

　ゴール　クロス　ビヨン

　ムシカ　ミスタ　ミスマ

　トーセ　カット

ハイペース

今年で第47回目を迎える川崎伝統の３歳限定で行われる戸塚記念。今年からＳＩに昇格し（羽田盃、東京

ダービーと同じグレード）、１着賞金も2000万→3000万にアップ。今年のメンバーを見渡すと例年以上に

層が厚く、昇級初年度に相応しいメンバーがそろったといえる。今年の戸塚記念の最大のポイントは、ＪＲ

Ａから転入してきたトキノパイレーツの扱いだろう。転入初戦の芙蓉賞は２着以下を寄せ付けずの完勝。今

回、黒潮盃勝ち馬クロスケを差し置いて１番人気に支持されそうで、まずは同馬が信頼できるのかどうかが

カギになる。それでは予想にいきましょう。

本命はトキノパイレーツがやはり強いはずだ。転入初戦の芙蓉賞の勝ち時計は２分10秒６。同レースの走破

時計は過去３年、で推移しており、今年のトキノパイレーツの勝ち時計２分10秒６はどう考えても異常。

（以上）

回顧

次走狙い馬



枠 馬番 馬名 印 結果

1 1 チャイヤプーン

2 2 スプリングマン

3 ゴールドパテック △1

4 ムシカリ ○

5 トーセンブル

6 クロスケ ▲

7 トキノパイレーツ ◎

8 デイジーカーニバル ×2

9 ミスターバッハ

10 ワンダーツー ×1

11 カットイン

12 ミスマンマミーア △3

13 ビヨンドボーダーズ

14 クレイジーアクセル △2

7

近走でデイジーカーニバル、クレイジーアクセル、ミスターバッハに完敗している馬。重賞では荷が重い

のは明らかだろう。

一時期ＪＲＡのレースを使って調子を落としていたが、１戦ごとに内容が良化し、黒潮盃ではクロスケ、

クリスタルシルバーに次ぐ３着。前の２頭が後続を引き離していたので漁夫の利的な３着だったが、今回

も似たような展開になりそうで、後方でじっと脚を溜めていれば、最後の最後に３着上がれるかも。

8

前走芙蓉賞では勝ち馬トキノパイレーツから4.1秒も離されての大敗。キンシャサノキセキ×アグネス

ワールドという血統なので本馬にとって2100mは長すぎるのでは。

ダート中長距離で一撃がよくあるロージズインメイ産駒（サブノクロヒョウ、サミットストーン、マイネ

ルバイカ、ローズプリンスダムなど）。母父がサクラバクシンオーの分、ゴリゴリのスタミナタイプとい

うわけではないが、とにかく中長距離戦でこの血統は怖い。

5

転入初戦の芙蓉賞の勝ち時計は２分10秒６はどう考えても異常。過去の戸塚記念の走破時計を考えて

も、芙蓉賞だけ走れば、ついてこれる馬はいないはず。ダート戦において時計は一定の目安になり、馬自

身の癖もないので走破時計、前走のパフォーマンスを素直に信頼していいはずだ。

良くも悪くもヘニーヒューズ産駒で川崎2100mのロングスパート戦に合うとは思えないが、３走前のブ

ルーバードカップのパフォーマンスが逸脱。２走前の東京湾カップはアクシデント、前走の黒潮盃は初の

右回りと言い訳の利く敗戦で、再度左回りに替わって見直す余地はあるか。

6

前走芙蓉賞ではトキノパイレーツ、ムシカリから大きく離されての３着。今回はメンバーレベルが一段と

上り、掲示板に入るのも難しいだろう。

正直、距離が伸びてプラスになるとは思えないが、前走黒潮盃は早めに動いた分の負け。鞍上が左海騎手

なので再度積極的な騎乗をしそうだが、勝ちに行かず、着を拾いに行くような競馬をすれば、３着争いに

は加わってもいいだろう。
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川崎2100mで行われた関東オークスの２着馬。しかも中身の濃い競馬だった。関東オークスで本馬から

1.8秒も離されたミスマンマミーアは黒潮盃で３着（勝ち馬クロスケから1.6秒差）に好走。ミスマンマ

ミーアを基準に考えるならクロスケと同等の能力があると判断していいだろう。

前走芙蓉賞は勝ち馬トキノパイレーツから0.9秒ほど離されての２着。完敗と言えば完敗だが、３着以下

には大差をつけており、例年なら本馬が大差勝ちしていたレースだろう。競馬でよくある「断然人気馬と

勝負付けが済みかつ未対戦の馬に人気が流れて人気を落とす」という典型的な美味しいパターンだ。

4

２歳時から馬体重に変化がなく、成長が感じられない。直線の長いコースの方がより持ち味が生きるタイ

プで、川崎2100mにも合わないのでは。

前走黒潮盃ではジャパンダートダービー４着のクリスタルシルバーと一騎打ちを演じて勝利。クラシック

ではわき役に回ったが、その鬱憤を晴らすかのような快勝だった。ここに来て一段と力をつけており、

オッズがトキノパイレーツとの２強状態になるのは仕方がないだろう。

評価 回顧

前走ひまわり賞はＡ２で４着とはいえ、７頭立ての話。字面の戦績、鞍上の森騎手で地味に売れている

が、水沢時代の実績からここでは力不足の可能性大。

行き切れないと自分からレースをやめてしまうので近走の大敗は仕方がない。今回は距離が伸びる分、行

き切れるかもしれないが、２周目の向上面から後続勢が動き出すのでそこでお役御免だろう。


